
今月の主な内容 今月の表紙
生石高原山開きが４月29日（祝）に行われ、

恒例の景品付き餅投げなどが催され、山頂は多
く家族連れらでにぎわいました。（円内はテー
プカット）　　 　　　　　【16面に関連記事】
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紀美野町の新しい町議会議員決まる！！
任期満了にともなう紀美野町議会議員一般選挙は、４月21日に告示され、26日の選挙により新しい

町議会議員12名の方々が決まりました。なお、今回の選挙より定数14名から２名削減されました。開
票は、紀美野町中央公民館大ホールで午後８時15分から始められ、午後10時に開票作業が終了し、12
議席が決まりました。なお、当日有権者総数は、８,５６７人、投票者数は、６,３４５人、投票率は
74.06％でした。

議席順（敬称略）年齢、職業は４月21日現在、党派は選挙管理委員会の告示によります。
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南
　
　
昭
和 

（52）

（
長
谷
宮
）

無
所
属
新

会
社
役
員

西
口
　
　
優 

（65）

（
小　

畑
）

無
所
属
元

無　
　

職

美
濃
　
良
和 

（64）

（
三
尾
川
）

日
本
共
産
党
現

農　
　

業

田
代
　
哲
郎 

（73）

（
動　

木
）

日
本
共
産
党
現

無　
　

職

美
野
　
勝
男 

（75）

（
毛
原
下
）

無
所
属
現

農
林
業

町
田
富
枝
子 

（66）

（
福　

田
）

公
明
党
現

無　
　

職

伊
都
　
堅
仁 

（66）

（
小　

畑
）

無
所
属
現

縫
製
業

七
良
浴
　
光 

（65）

（
東　

野
）

無
所
属
現

会
社
員

向
井
中
洋
二 

（53）

（
毛
原
宮
）

無
所
属
現

自
営
業

上
柏
　
睆
亮 

（75）

（
毛
原
中
）

無
所
属
現

農　
　

業

北
道
　
勝
彦 

（69）

（
吉　

野
）

無
所
属
現

無　
　

職

小
椋
　
孝
一 

（60）

（
下
佐
々
）

無
所
属
現

団
体
役
員

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る
!!

（
第
１
回
紀
美
野
町
議
会
臨
時
会
）

議　

長
に
小
椋　

孝
一
氏

副
議
長
に
向
井
中　

洋
二
氏

５
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
紀
美

野
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
議
長
・
副
議

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
小
椋
孝
一

氏
、
副
議
長
に
向
井
中
洋
二
氏
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
や

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
、
一
部
事

務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
等
が
行
わ
れ
、

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（
３
面
に
続
く
）
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

青
　
　
稔 

氏
に
輝
く
瑞
宝
単
光
章

警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
著
し
く

危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
さ
れ

た
方
を
対
象
と
し
た
第
24
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
に
お
い
て
、
青

稔
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
40
年
10
月
和
歌
山

県
警
に
奉
職
、
県
警
本
部
を
は
じ

め
、
和
歌
山
西
警
察
署
、
岩
出
署

な
ど
に
勤
務
。
平
成
16
年
３
月
海

南
警
察
署
を
最
後
に
退
職
（
警

部
）
さ
れ
る
ま
で
約
39
年
間
、
主

に
刑
事
畑
を
歩
か
れ
、
地
域
の
安

全
と
治
安
の
維
持
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
は
地
区
の
役
員

な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
章
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
４
分
団
長
（
柴　

目
）

橋
本　

真
次　

第
５
分
団
長
（
長　

谷
）

津
村　
　

治　

第
６
分
団
長
（
平
吉
見
）

桑
添　

俊
彰　

第
７
分
団
長
（
吉　

野
）

柳
瀬　

和
也　

第
８
分
団
長
（
福　

井
）

中
谷　

金
蔵　

第
９
分
団
長
（
小　

川
）

家
郷　

泰
行　

第
10
分
団
長
（
志
賀
野
）

前
谷　

典
利　

第
11
分
団
長
（
下
神
野
）

大
野　

太
示　

第
12
分
団
長
（
上
神
野
）

平
岡　

幹
祥　

第
13
分
団
長
（
国　

吉
）

新
野　

啓
司　

第
14
分
団
長
（
長
谷
・
毛
原
）

木
元　

伸
彦　

第
15
分
団
長
（
真　

国
） 

神
谷　

幹
夫　

第
16
分
団
長

　
（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
）

井
中
家　

康
文　

（
福
井
・
坂
本
）
西
谷
眞
里

（
奥
佐
々
・
中
田
・
梅
本
）

西
浦
幸
千
代

（
西
野
・
東
野
）
溝
上
久
美

（
松
瀬
・
釜
滝
・
国
木
原
）

前
村
久
美

（
永
谷
・
福
田
）
恩
地
弘
子

（
神
野
市
場
・
樋
下
）
道
浦
英
美

（
箕
六
・
野
中
・
安
井
・
南
畑
）

峠
し
げ
み

（
上
ケ
井
・
三
尾
川
・
大
角
・
津

川
）
梶
谷
智
恵
美

（
鎌
滝
・
明
添
・
赤
木
・
高
畑
・

桂
瀬
）
中
部
屋
清
子

（
今
西
・
松
ケ
峯
・
菅
沢
）

横
出
稔
子

（
谷
・
田
・
中
・
滝
ノ
川
）

古
梅
幸
子

（
毛
原
下
・
小
西
・
毛
原
中
・
毛

原
宮
）
向
井
中
貴
美

（
毛
原
上
・
長
谷
宮
）

炭
家
く
に
子

（
井
堰
・
蓑
垣
内
・
真
国
宮
・
蓑

津
呂
）
森
谷
範
美

（
花
野
原
・
初
生
谷
・
北
野
・
円

明
寺
・
勝
谷
・
四
郷
）

藤
井
牧
子

（
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
）

（
敬
称
略
）

紀
美
野
町
消
防
団

団　

長　
　
　

佐
本　

重
秋

副
団
長　
　
　

桐
浴　

靖
宜

副
団
長　
　
　

澤　
　

秀
具

副
団
長　
　
　

横
山　

健
司

各
地
区
の
分
団
長

第
１
分
団
長
（
下
佐
々
）

池
端   　

豊　

第
２
分
団
長
（
動　

木
）

西
口　

功
一　

第
３
分
団
長
（
小　

畑
）

黒
土　

泰
寛　

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
は
、
町

長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
子
育
て
の

先
輩
で
す
。

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
健
康
や

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
、
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん

の
訪
問
や
乳
幼
児
健
診
の
介
助
、

遊
び
の
教
室
の
お
手
伝
い
な
ど
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
地
区

ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（敬

称
略
）

（
下
佐
々
・
海
南
鋼
管
）

若
林
美
惠
・
山
本
千
登
美　

中
谷
幸
子

（
平
・
吉
見
）
桑
添
育
子

（
動
木
・
樫
河
池
）
増
田
和
子　

大
竹
富
佐
子
・
西
野
邦
子

（
緑
ヶ
丘
）
東
博
子

（
希
望
ヶ
丘
）
杉
本
美
惠
子

（
小
畑
）
森
田
里
美

橋
本
あ
や
み
・
森
博
子

（
柴
目
）
山
本
洋
子

（
長
谷
）
吉
田
た
か
子

（
吉
野
）
小
田
明
子

【
議
長
・
副
議
長
】 

議　

長　

小
椋
孝
一

副
議
長　

向
井
中
洋
二 

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】（
６
名
）

委
員
長　

町
田
富
枝
子　

副
委
員
長　

南　

昭
和  

委　

員　

美
濃
良
和　

美
野
勝
男　

伊
都
堅
仁　

小
椋
孝
一

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】（
６
名
）  

委
員
長　

七
良
浴　

光　

副
委
員
長　

北
道
勝
彦

委　

員　

向
井
中
洋
二　

西
口　

優 　

田
代
哲
郎　

上
柏
睆
亮

 【
議
会
運
営
委
員
会
】（
６
名
）

委
員
長　

美
野
勝
男　

副
委
員
長　

美
濃
良
和　

委　

員　

伊
都
堅
仁　

西
口　

優　

町
田
富
枝
子　

七
良
浴　

光

【
国
民
健
康
保
険
野
上
厚
生
病
院
組
合
議
会
議
員
】（
７
名
）

美
野
勝
男　

伊
都
堅
仁　

西
口　

優　

田
代
哲
郎　

町
田
富
枝
子

七
良
浴　

光　

上
柏
睆
亮

【
海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
議
員
】（
４
名
）

北
道
勝
彦　

西
口　

優　

田
代
哲
郎　

町
田
富
枝
子

【
海
南
海
草
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
】（
３
名
）

向
井
中
洋
二　

上
柏
睆
亮　

南　

昭
和

【
五
色
台
広
域
施
設
組
合
議
会
議
員
】（
６
名
）

美
濃
良
和　

美
野
勝
男　

伊
都
堅
仁　

北
道
勝
彦　

上
柏
睆
亮　

南　

昭
和

【
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
】（
１
名
）

田
代
哲
郎

【
監
査
委
員
】（
１
名
）

伊
都
堅
仁 

青
あお

　稔
みのる

 氏（71）小畑 262-3

平
成
27
年
度

紀
美
野
町
消
防
団
の

紹
介

わ
が
町
の

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
！
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【
主
任
級
】 

 

き
み
の
こ
ど
も
園
主
任
保
育
士

椎
木
朋
子
（
野
上
第
二
保
育
所

主
任
保
育
士
）

神
野
保
育
所
主
任
保
育
士

中
家
陽
子
（
野
上
第
一
保
育
所

主
任
保
育
士
）

き
み
の
こ
ど
も
園
主
任

小
西
貴
美
（
野
上
第
一
保
育
所

主
任
）

き
み
の
こ
ど
も
園
主
任

西
浦
真
由
美
（
野
上
第
一
保
育

所
主
任
）

学
事
・
生
涯
学
習
室
主
任

古
梅
恭
好（
地
籍
調
査
課
主
任
）

【
係
長
級
】 

 

美
里
支
所
建
設
室
係
長
〔
地
籍
調

査
担
当
〕

新
谷
浩
一
郎
（
地
籍
調
査
課
係

長
）

建
設
課
係
長

新
家
直
樹
（
美
里
支
所
産
業
・

建
設
室
係
長
）

建
設
課
係
長

田
渕
鉄
也（
総
務
学
事
課
係
長
）

美
里
支
所
建
設
室
係
長

井
上
昌
樹
（
建
設
課
係
長
）

美
里
支
所
住
民
室
係
長

西
野
忠
男
（
美
里
支
所
産
業
・

建
設
室
係
長
）

企
画
管
財
課
係
長

中
屋
泰
典
（
産
業
課
係
長
）

き
み
の
こ
ど
も
園
係
長

井
上
寛
子
（
野
上
第
二
保
育
所

係
長
）

美
里
支
所
建
設
室
係
長

北
谷
太
亮
（
美
里
支
所
産
業
・

建
設
室
係
長
）

美
里
支
所
建
設
室
係
長
〔
地
籍
調

査
担
当
〕

塚
田
勝
也（
地
籍
調
査
課
係
長
）

【
主
査
級
】 

 

美
里
支
所
建
設
室
主
査

浦
中
智
史
（
美
里
支
所
産
業
・

建
設
室
主
査
）

【
主
事
級
】 

 

総
務
学
事
課
主
事

中
谷
成
希
（
建
設
課
主
事
）

ま
ち
づ
く
り
課
主
事

浦　

円
香
（
美
里
支
所
産
業
・

建
設
室
主
事
）

ま
ち
づ
く
り
課
主
事

清
水
幹
雄（
生
涯
学
習
課
主
事
）

き
み
の
こ
ど
も
園
主
事

森
本
朱
香
（
野
上
第
一
保
育
所

主
事
）

住
民
課
主
事

田
中
由
衣（
企
画
管
財
課
主
事
）

き
み
の
こ
ど
も
園
主
事

南　

英
里
香
（
野
上
第
一
保
育

所
主
事
）

保
健
福
祉
課
主
事

山
東
紀
章
（
税
務
課
主
事
）

き
み
の
こ
ど
も
園
主
事

中
屋
朱
理
（
野
上
第
一
保
育
所

主
事
）

【
主
事
補
級
】

企
画
管
財
課
主
事
補

尾
㟢
里
紗
（
住
民
課
主
事
補
）

【
派
遣
等
】 

 
 

和
歌
山
県
市
町
村
課
派
遣

芝
尾
和
希（
保
健
福
祉
課
主
査
）

紀
の
海
広
域
施
設
組
合
派
遣

池
上
真
登
（
企
画
管
財
課
主
事

補
）

【
技
能
労
務
職
】

野
上
小
学
校
調
理
員

廣
尾
京
子
（
下
神
野
小
学
校
調

理
員
）

き
み
の
こ
ど
も
園
調
理
員

中
村　

幸
（
野
上
第
一
保
育
所

調
理
員
）

下
神
野
小
学
校
調
理
員

玉
置
朝
子
（
野
上
小
学
校
調
理

員
）

野
上
小
学
校
調
理
員

西
切
万
里
（
小
川
小
学
校
調
理

員
）

神
野
保
育
所
調
理
員

中
谷
ア
キ
（
野
上
第
一
保
育
所

調
理
員
）

消
防
職
員

消
防
本
部

【
係
長
級
】

庶
務
課
係
長

奥　

智
明
（
消
防
署
警
防
第
１

課
係
長　

指
令
共
同
担
当
補

佐
）

警
防
課
係
長
〔
和
歌
山
広
域
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
勤
務
〕

寺
中
秀
明
（
警
防
第
３
課
係
長

〔
救
急
隊
長
〕
指
令
共
同
担
当
）

【
主
査
級
】

警
防
課
主
査
〔
和
歌
山
広
域
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
勤
務
〕　

堂
西
一
男
（
警
防
第
２
課
主
査

指
令
共
同
担
当
）

　
消
防
署

【
係
長
級
】

警
防
第
１
課
係
長

中
家
拓
哉（
警
防
第
２
課
係
長
）

警
防
第
２
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕

松
江
充
博
（
警
防
第
３
課
係
長

〔
救
急
隊
長
〕）

警
防
第
３
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕

久
保
博
規
（
警
防
第
２
課
係
長

〔
救
急
隊
長
〕）

【
主
査
級
】

警
防
第
２
課
主
査

西
谷
博
明（
警
防
第
１
課
主
査
）

警
防
第
２
課
主
査

西
田
光
徳（
警
防
第
３
課
主
査
）

【
主
事
級
】

警
防
第
１
課
副
主
査

吉
田　

剛（
警
防
第
２
課
副
主
査
）

警
防
第
１
課
副
主
査

山
下
晃
司（
警
防
第
３
課
課
員
）

警
防
第
２
課
副
主
査

小
西
侑
祐（
警
防
第
１
課
副
主
査
）

警
防
第
３
課
副
主
査

濵
田
裕
樹（
警
防
第
１
課
副
主
査
）

【
主
事
補
級
】

警
防
第
１
課
課
員

角
谷
和
紀（
警
防
第
２
課
課
員
）

警
防
第
２
課
課
員

井
岡
義
成（
警
防
第
１
課
課
員
）

紀
美
野
町
で
は
、
４
月
１
日
付

け
で
町
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
し
た
。（　

）
内

は
旧
職
。

主
催
：
海
南
海
草
学
校
保
健
会
、

海
南
市
・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会
、

海
南
歯
科
医
師
会

■
日
時

平
成
27
年
６
月
６
日
（
土
）

10
：
00
～
16
：
00

平
成
27
年
６
月
７
日
（
日
）

10
：
00
～
15
：
00

■
場
所

　

海
南
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

■
内
容

・
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
展
示

・
無
料
歯
科
健
診
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
参
加
者
に
は
歯
ブ
ラ
シ

無
料
進
呈
！
）

・
無
料
フ
ッ
化
物
塗
布
コ
ー
ナ
ー

（
参
加
者
に
は
歯
ブ
ラ
シ
無
料

進
呈
！
）

・
口
腔
内
カ
メ
ラ
撮
影

・
人
形
劇
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

海
南
・
海
草
地
域
で
は
「
平
成

27
年
度 

歯
・
口
の
健
康
に
関
す

る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
な
ら
び
に
歯
・

口
の
健
康
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
」を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

多
数
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　

６
月
４
日
～
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
!!

「
お
く
り
た
い　

未
来
の

　

  

自
分
に　

き
れ
い
な
歯
」

※
大
人
気
の
国
体
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
き
い
ち
ゃ
ん
」、
紀
美

野
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
き
み
ち
ょ
ん
」も
来
場
予
定
！

問
い
合
わ
せ

海
南
歯
科
医
師
会　

溝
端
歯
科

（
℡ 

４
８
３
‐
７
１
７
１
）

町
職
員
の

　
人
事
異
動（
そ
の
二
）

「
平
成
27
年
度 

歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
な
ら
び
に
歯
・
口
の
健
康
啓
発
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
お
知
ら
せ海南歯科医師会　会員診療所名（あいうえお順）

（海南市）
あっそ歯科、井内歯科、石山歯科、今西歯科、今村歯科、
岡田歯科、片山歯科、金川歯科、児島歯科、田井歯科、
田岡歯科、高橋歯科、玉置歯科、寺本歯科、中山歯科、
中山たく歯科、林歯科、平田歯科、ひらた歯科、藤山歯科、
ホワイト歯科、間藤歯科、丸山歯科、溝端歯科、山﨑歯科、
山田歯科、山本歯科、吉川歯科

（海南市下津町）
池田歯科、荻野歯科、新田歯科、沼田歯科

（紀美野町）
河野歯科、西田歯科、吉村歯科
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４
月
24
日
、
第
18
回
ペ
タ
ン
ク

部
春
季
大
会
（
参
加
21
チ
ー
ム
）

が
町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、
ま

た
、
５
月
７
日
に
は
第
９
回
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
部
同
大
会（
参
加
46
名
）

が
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
場
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し

た
。会

員
の
皆
さ
ん
は
、
プ
レ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
ペ
タ
ン
ク
大
会

優　

勝　

有
ノ
木
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

有
ノ
木
Ｃ
チ
ー
ム

第
３
位　

有
ノ
木
Ｄ
チ
ー
ム

第
４
位　

小　

川
Ａ
チ
ー
ム 

 

■
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会　
（
数
字

は
打
数
）
同
打
数
は
プ
レ
イ
オ

フ
に
よ
る
。

町
老
連
主
催
の

 

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
か
れ
る
!!

都
会
か
ら
「
田
舎
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
移
住
希
望
者
が
紀
美
野

町
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
す
。
空
き

家
の
賃
貸
借
に
は
、
和
歌
山
県
に

登
録
さ
れ
た
専
門
家
が
仲
介
し
て

契
約
を
進
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
空
き
家
の
活
用
を
御
一
考

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

℡
４
９
５
‐
２
３
３
９

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

国保野上厚生総合病院だより　　　　　　　 （医師紹介　）

リハビリテーション科

今月は、リハビリテーション科第 2
弾として作業療法について紹介させて
頂きます。

作業療法とは、その人が活き活きと
した生活をおくれるように、仕事や身
の周りの事（ご飯を食べる・着替える・掃除をする・お風呂に入る　など）
をしやすくするために、作業をとおして心と体の改善を図る治療技術です。

実際の訓練場面では、様々な道具を使います。例えば手の感覚の改善を
図るためにリハビリ用粘土（セラプラスト）を使ったり、バランス能力の
改善を図るために輪投げを用いています。

また、生活環境の改修に関係する手すりの設置や段差の解消の提案、福
祉用具の適応も行い、身辺動作や家事動作など生活に関わる動作能力の改
善を図ります。

入院中の患者様だけでなく、外来や訪問リハビリ（紀美野町全域　海南
市一部）も実施しています。

上記の内容で気になることがありましたら、お気軽にご相談下さい。
国保野上厚生総合病院　リハビリテーション科

　　０７３－４８９－２１７８（代）

６

【男子】　
優　勝　中本　侑喜（毛原中）45
準優勝　萩　　圭弘（安　井）46
第３位　高垣　正幸（下佐々）46

【女子】　
優　勝　福岡　規子（毛原中）48
準優勝　山本　芳子（福　田）49
第３位　中谷多加子（毛原下）50

作業療法士　有
あり

馬
ま

晋
しん

一
いち

全国一斉「子どもの人権１１０番」
強化週間を実施します！

受付日時　平成２７年６月２２日（月）～６月２６日（金）　
　　　　　　８時３０分～１９時
　　　　　平成２７年６月２７日（土）・６月２８日（日）　

　　　　　　１０時～１７時

電話番号　０１２０　（００７）　１１０（全国共通・無料)

■相談は無料で、秘密は守られます。いじめや虐待など、子ども
をめぐるいろいろな心配ごとや悩みごとについて、法務局職員
や人権擁護委員が電話相談に応じます。

■和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員連合会の子ども人権
委員会では、この「全国一斉『子どもの人権１１０番』強化週
間」の取組み等を通じ、子どもたちや保護者の皆様の声を一つ
でも多くひろいあげたいと考えています。ぜひ、一人で悩まず
相談してください。

【お問い合わせ】
和歌山地方法務局人権擁護課内和歌山県人権擁護委員連合会

☎（０７３）４２２－５１３１
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子育て世帯臨時特例給付金について
○子育て世帯臨時特例給付金とは

　消費税引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和するとともに、
子育て世帯の消費の下支えを図る観点から、臨時的な給付措置として
実施するものです。

○支給対象者
次の要件を満たす方です。
1. 平成 27 年 6 月分の児童手当（特例給付を除く。）の受給者及び要

件を満たすもの。
○対象児童

支給対象者の平成 27 年 6 月分の児童手当（特例給付を除く）の対象
となる児童。
臨時福祉給付金対象者等を含む。

○給付額
対象児童 1 人につき　3 千円　＜ 1 回限りの支給＞

○申請期間
平成 27 年 6 月１日から平成 27 年 9 月 1 日

○申請窓口
総合福祉センター、役場美里支所住民室
その他、詳しい内容は、ホームページをご覧ください。

※児童手当受給者の方には、別途児童手当現況届提出についてのお知ら
せとともに子育て世帯臨時特例給付金の申請書を送付いたします。

■問い合わせ　保健福祉課　　℡ ４８９－９９６０

平成27年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
★こども園・保育所開放のご案内

○きみのこども園　　6 月　8 日（月）・22 日（月）℡ 489 － 2144
○神野保育所　　　　6 月　3 日（水）・17 日（水）℡ 495 － 2049
○毛原保育所　　　　6 月 10 日（水）・24 日（水）℡ 499 － 0131

★遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、きみのこども園

○コアラ　　　　6 月　9 日（火）9 時 30 分〜 11 時 30 分　総合福祉センター（七夕飾りをつくろう）
○カンガルー　　6 月 24 日（水）9 時 30 分〜 11 時　　　　子育て支援センター
　　　　　　　　　（栄養士による栄養相談も行っています。）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月〜金曜日（土・日・祝は休み）（9 時〜 12 時・13 時〜 16 時）
　　　　　　　　　　 6 月 15 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 6 月 11 日・25 日（第 2・4 木曜日）（9 時 30 分〜 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 6 月 25 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。
　　　　　 きみのこども園、神野保育所、毛原保育所でも相談を行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
6 月　8 日（月）　
6 月 22 日（月）　　

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（要予約） 
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

6 月 10 日（水）　
6 月 24 日（水）

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

6 月　8 日（月）　
6 月 22 日（月）

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝・祭日除く）　　

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 6 月 22 日（月）　17 時〜 19 時

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで。  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

10 時 30 分〜 11 時 30 分

13 時 30 分〜

9 時 30 分〜 10 時 30 分
（受付）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕平日（8 時 30 分〜 17 時 15 分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　℡４８９－２４３０

〔場　所〕紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（６月の日程）
■場　所　総合福祉センター
■と　き　毎週水曜日　３日、10日、17日、24日
■時　間　９時～ 11時　
■対象者　住民すべての方
■内　容　健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談・離乳食の相談・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ

★ 6 月 21 日（日）8：00 〜美里支所にて　国保特定健診・がん検診があります★

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

紀美野町・海南市から委託をしている相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

6 月　2 日（火）
総合福祉センター
美里支所

9時30分〜12時
13時30分〜16時

●野上厚生総合病院指定相談支援事業所
●療育センターＡ

あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２１７８
℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９6 月 17 日（水）
総合福祉センター
美里支所

9時30分〜12時
13時30分〜16時

“健康寿命”をのばして健康長寿に！

介護予防講座のお知らせ
　
　元気でいきいきとした生活を楽しみ、長寿を全うでき
たら人生は最高です。そのためには、自立して健康に暮
らせる期間、すなわち“健康寿命”をできるだけ長くし
たいものです。「歯と口の健康！」「毎日の食事は元気の源
です！」と題して、健康寿命をのばす方法について 2回
の講座を開催します。参加をお待ちしております。

月　日：①７月１６日（木）･　②７月２３日（木）
　　　　※できるだけ、①②の 2回ともご参加ください。
時　間：１３：３０～１５：３０
場　所：美里支所
内　容：栄養とお口のはなし

★試食を用意していますので、①のみ参加時に１００円
ご持参ください。
　◎電話でお申込みください。
　　保健福祉課　☎４８９－９９６０

健康づくり情報　Ｖｏｌ．１
《紀美野町総合福祉センター　
　　　トレーニングルームのご紹介》

梅雨のこの時期、お天気に関係なく運動ができるトレーニ
ングルームを紹介します。

トレーニングルームは、紀美野町総合福祉センター（下
佐々１４０８－４）２階にあります。

ランニングマシーンや筋肉トレーニングマシンなどを使っ
て自分にあった運動を継続しましょう。
 利用できる方

高校生以上の方ならどなたでもご利用いただけます（酒気
を帯びた方や妊娠中の方、医師より運動を禁止されている
方は除きます）。※土足禁止のため、上履きをご持参くだ
さい。

 利用料
町内在住者及び町内勤務者・・・無料
町外の方・・・（１回につき）３００円
※初回のみ上記に加えて１００円必要です。（登録証作成

のため）

 利用時間
13時から21時まで（20時までに入室してください。）

 利用できる日
水・木・金・土・日曜日（祝祭日・年末年始は利用できま
せん。）

 申し込み
直接トレーニングルームへ　印鑑を持ってお越しくださ
い。
（使用申込書・誓約書に記入提出後、利用可能になりま
す。）

 問い合わせ
　総合福祉センター内　保健福祉課　℡４８９－９９６０

５月31日（日）～６月６日（土）
までは「禁煙週間」です
★個人や地域で禁煙をすすめ、

病気を予防し健康を維持しましょう！★

【タバコが関連する
病気（一例）】
がん・肺がん・肺
炎・ＣＯＰＤ（慢
性閉塞性肺疾患）・
虚血性心疾患・心
筋 梗 塞・ 脳 卒 中・
動脈硬化　
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教
育
及
び
保
育
環
境
の
整
備
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
い
う
寄
附
者

の
要
望
を
反
映
し
、「
紀
美
野
町

瀬
藤
敏
宏
・
千
津
子
学
校
及
び
保

育
所
環
境
整
備
促
進
基
金
」
よ
り

２
，
３
９
０
，
０
０
０
円
を
「
野

上
中
学
校
、
美
里
中
学
校
及
び
長

谷
毛
原
中
学
校
に
お
け
る
学
校
用

備
品
購
入
費
」
に
充
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

状
況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生

計
同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合

今
後
と
も
、
当
町
の
発
展
の
た

め
に
、
引
続
き
多
く
の
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
の
方
に
は
、
６
月
初
旬
に

「
現
況
届
」
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
必
ず
平
成
27
年
６
月
30
日
ま

で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の

手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

（
問
い
合
わ
せ
）　

保
健
福
祉
課

　

℡　

４
８
９
‐
９
９
６
０

「社会保障・税番号制度（マイナンバー）」
説明会の開催について

マイナンバーは、平成 27 年 10 月から通知され、平成
28 年１月から、社会保障・税・災害対策の行政手続で必
要になります。

下記の日程で説明会を開催します。
制度が始まるまでの準備のためにも、是非、ご参加下さい。

記
１　日　時：平成 27 年６月 16 日（火）
　　　　　　13：30 〜 16：30（途中休憩あり）
２　場　所：海南商工会議所４階
３　テーマ：番号制度の概要、本人確認措置
　　　　　　事業者が行うべき安全管理措置　等
４　参加者：法定調書提出義務者・源泉徴収義務者となる
　　　　　　事業者
　　　　　　上記以外の参加希望者（従業員の方など）
５　その他：参加費無料　途中入出場可能
主催：海南税務署
共催：海南市・紀美野町・海南商工会議所・紀美野町商工

会・下津町商工会・近畿税理士会海南支部・海南納
税協会・海南納税貯蓄組合連合会

≪問い合せ先≫
　　　海南税務署　総務課　℡ 073-482-0901

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
平成27年4月分から平成28年3月分までの国民年金保険料は、月額15,590円で

す。保険料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・
コンビニで納めることができます。また、クレジットカードによる納付やイン
ターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。

日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に
対して、電話、書面、面談により早期に納めていただくよう案内をおこなって
おります。

未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定され
た期限までに納付が無い場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務の
ある方※の財産を差し押さえることがありますので、早めの納付をお願いしま
す。

所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予され
る制度がありますので、役場の国民年金窓口へご相談ください。

※納付義務のある方とは、被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者
及び世帯主になります。

■問い合わせ　　住民課　　　　　　　 ℡ ４８９－５９０３
　　　　　　　　美里支所・住民室　　 ℡ ４９５－３４６４

平成 26 年度紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金運用状況 単位：円
基金残高

（H26.3 末）
寄附額

（H26 年度中）
運用額

（H26 年度中）
みんなでつくるまちづくりに関する事業 0 5,000 
住みやすいまちづくりに関する事業 5,000 10,000 5,000 
安全・安心なまちづくりに関する事業 55,000 55,000 
福祉の充実したまちづくりに関する事業 25,000 5,000 25,000 
豊かな教育をめざすまちづくりに関する事業 600,000 
活気のあるまちづくりに関する事業 500,000 5,000 500,000 
特に指定しない事業 4,280,000 5,000 1,662,000 

合　　計 5,465,000 30,000 2,247,000 

【長谷毛原中学校　ソフトテニスマシーン】

平
成
26
年
度
紀
美
野
町
ふ

る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援

寄
附
金　
活
用
事
業
報
告

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

等
を
受
け
る
に
は 

現
況

届
が
必
要
で
す 

！
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■
業
務
内
容　

地
籍
調
査
全
般
業

務
補
助

■
募
集
人
員　

１
名

■
雇
用
期
間　

６
ヶ
月
間

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
12
月
31
日（
週
４
日
勤
務
）

■
賃
金　

　

日
額　

１
１
，
０
０
０
円

■
勤
務
時
間　

８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
雇
用
条
件　

18
歳
以
上
概
ね
65

歳
ま
で
の
者
（
山
間
部
で
の
作

業
に
対
応
で
き
る
体
力
が
あ
る

者
）

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険　

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る
。 

■
選
考
方
法　

面
接
試
験 

■
試
験
日
時　

平
成
27
年
６
月
23

日
（
火
）　

10
時
00
分
か
ら

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場　

美
里
支
所
２
階
会
議
室 

■
申
込
み
方
法
及
び
締
切
り　

平
成
27
年
６
月
19
日
（
金
）
17

時
00
分
ま
で
（
土
、
日
曜
日
、

祭
日
除
く
）　

履
歴
書
、
運
転

免
許
証
写
し
持
参
の
う
え
左
記

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ
先
及
び
申
込
み
先　

美
里
支
所
建
設
室　

地
籍
調
査

担
当
（
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６

１
）
又
は
建
設
課
（
℡ 

４
８

９
‐
５
９
０
４
）

紀 の 海 広 域 施 設 組 合 職 員 募 集
海南市、紀の川市、紀美野町の２市１町で構成する紀の海広域施設組合では、ごみ処理施設での技術職員を募集します。

１　試験区分及び採用予定人員

職種区分 採　　用
予定人員

受　　　　　　験　　　　　　資　　　　　　格
学歴・免許等（次のいずれかに該当する方） 年　齢

電　気
技術職 １人

ア  学校教育法による短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電
気主任技術者認定校において、電気工学に関する学科を専攻して卒業した方又は平成２８
年３月に卒業見込みの方（電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第
７条第１項各号の科目を修めていること。）

イ　電気主任技術者の免状を有する方。 昭和55年4月
２日以降に生
まれた方

機　械
技術職 １人

ア　学校教育法による短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設にお
いて、機械工学を専攻して卒業した方又は平成２８年３月に卒業見込みの方。

イ　ボイラー・タービン主任技術者の免状を有する方。
ウ　一級海技士（機関）としての海技士の免許を受けている方、特級ボイラー技師免許を受け

ている方、エネルギー管理士免状の交付を受けている方又は技術士（機械部門に限る。）の
二次試験に合格した方。

２．試験期日　【第１次試験】７月２６日（日）
　　　　　　　【第２次試験】８月下旬〜９月上旬（予定）
３．申込受付期間　６月１日(月) 〜６月２５日（木）８時４５分〜１７時３０分　郵送の場合、６月２５日（木）までの消印有効
４．申込先　紀の海広域施設組合（紀の川市桃山町元３６１番地６）
５．試験案内配布期間　６月１日（月）〜６月２５日（木）　配布団体の開庁時間内
６．試験案内配布場所　紀の海広域施設組合　海南市役所　総務部　総務課（本庁　４階）
　　　　　　　　　　　紀の川市役所　市民部　廃棄物対策課（本庁　２階）　紀美野町役場　住民課（本庁　１階）
　　※詳しくは、紀の海広域施設組合（℡０７３６－６６－１８１３）又は組合ホームページ

介 護 保 険 料 が 改 定 さ れ ま し た
介護保険条例が改正され、第 6期（平成 27年度から平成 29年度）の 65歳以上の方の介護保険料が改められました。介護
保険法等の改正や、第 6期 3年間のサービス給付費等の見込み、第 1号保険者数等の見込み及び第 5期における保険料不足に
よる借入金の償還等を考慮し改定しています。
介護保険は 40歳以上の方が納めている保険料と公費を財源とし、社会全体で支えるしくみとなっております。サービスを
十分に整えることができるように、また、介護が必要になったときに、誰もが安心してサービスを利用できるようご理解をい
ただき、介護保険事業の円滑な運営にご協力をお願いいたします。
・基準月額（第5段階）　5,900円　→　6,860円
・第1段階の基準額に対する割合を軽減　　0.5　→　0.45

◎第６期（平成27年度から平成29 年度）の段階別保険料（年額）

段　階 対　象　者 基準に対する
割　　　　合 保　険　料

第1
・生活保護の受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税
・住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が80万円以下

0.45 37,044

第2 住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が80万円超、120万円以下 0.75 61,740
第3 住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が120万円超 0.75 61,740
第4 住民税課税世帯で、本人非課税、課税年金収入＋合計所得金額が80万円以下 0.90 74,088

第 5〈基準〉住民税課税世帯で、本人非課税、課税年金収入額＋合計所得金額が80万円超 1.00 82,320
第6 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円未満 1.20 98,784
第7 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円以上190万円未満 1.30 107,016
第8 本人が住民税課税で合計所得金額が190万円以上290万円未満 1.50 123,480
第9 本人が住民税課税で合計所得金額が290万円以上400万円未満 1.70 139,944
第10 本人が住民税課税で合計所得金額が400万円以上600万円未満 1.80 148,176
第11 本人が住民税課税で合計所得金額が600万円以上 1.90 156,408

【問い合わせ】保健福祉課　℡ 489-9960

紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集
に

つ
い
て
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
講
師　
　

国
崎　

信
江 

氏

（
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
日
時　

７
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～

※
18
時
～
天
文
台
研
究
員
に
よ
る

天
体
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
子
ど
も
と
家
族
の
命
を
守
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
防
災
・
防
犯
対
策

問
題
に
取
組
む
危
機
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
。

外
資
系
航
空
会
社
の
機
内
通
訳

を
経
験
し
た
後
、
結
婚
を
機
に
退

職
。
女
性
と
し
て
、母
と
し
て「
子

ど
も
の
い
の
ち
を
守
る
」
研
究
を

中
心
に
独
自
の
視
点
で
、
実
践
的

な
防
災
・
防
犯
対
策
を
提
唱
。

講
演
、執
筆
、プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
な
ど
の
活
動
を
行
う

傍
ら
、
文
部
科
学
省
「
地
震
調
査

研
究
推
進
本
部
政
策
委
員
会
委

員
」
な
ど
を
務
め
る
。
現
在
は
講

演
活
動
を
中
心
に
各
メ
デ
ィ
ア
で

も
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
防

災
に
つ
い
て
は
教
職
員
・
保
護
者
・

子
ど
も
等
、
対
象
者
に
合
わ
せ
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
唱
。

著
書
『
サ
バ
イ
バ
ル
ブ
ッ
ク

―
大
地
震
発
生
そ
の
時
ど
う
す

る
？
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

『
決
定
版　

巨
大
地
震
か
ら
子
ど

も
を
守
る
50
の
方
法
』（
ブ
ロ
ン

ズ
新
社
）
な
ど
多
数
。

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

※
６
月
10
日
（
水
）
か
ら
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

■
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所

（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
日
付　

８
月
２
日
ま
で
の
毎
週 

日
曜
日

■
受
付
時
間　

16
時
～
17
時
30
分

   （
昼
間
に
撮
影
し
ま
す
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
ド
ー
ム

■
持
ち
物　

デ
ジ
カ
メ
、
カ
メ
ラ

付
携
帯
、
カ
メ
ラ
用
メ
モ
リ
の

Ｕ
Ｓ
Ｂ
ア
ダ
プ
タ

■
備
考　

雨
天
中
止
（
曇
り
の
場
合

は
撮
影
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

■
参
加　

無
料
・
申
込
不
要

■
概
要　

夕
空
の
西
に
輝
く
金
星

は
、
こ
れ
か
ら
地
球
に
近
づ

き
、
地
球
か
ら
み
た
金
星
の
形

は
、
細
く
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
お
客
様
に
１
０
５
㎝
大

型
望
遠
鏡
で
金
星
を
撮
影
で
き

る
時
間
帯
を
設
け
ま
す
。
夏
休

み
の
自
由
研
究
な
ど
に
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■
協
賛　

美
里
み
ろ
く
牧
場
・
サ

ク
ラ
ス
タ
ジ
オ

■
日
時　

７
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

８
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

９
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　

各
日
19
時
30
分
～

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　

多
目
的
運
動
広
場

■
種
目　

１
０
０
ｍ
・
１
０
０
０

ｍ
・
２
０
０
０
ｍ
・
３
０
０
０

ｍ
・
５
０
０
０
ｍ

※
複
数
の
種
目
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

心
の
奥
に
響
く
独
特
の
オ
カ
リ

ナ
の
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
大
人
で
も
十
分
楽
し
め
ま
す

の
で
ご
家
族
で
ど
う
ぞ
…
。ま
た
、

恒
例
の
絵
本
の
読
み
き

か
せ
も
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

（
何
種
目
で
も
）

■
そ
の
他　

雨
天
中
止

　
（
各
日
の
16
時　

態
度
決
定
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
日
時　

６
月
20
日
（
土
）　

10
時
～
11
時
15
分
（
予
定
）

■
場
所　

き
み
の
こ
ど
も
園　

■
内
容　

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
お
は
な
し
ポ
ン
さ
ん
）

・
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
と

ミ
ニ
体
験
（
原
美
花
さ
ん
）

「
第
34
回
町
民
大
学
講
座
」「
紀
美
野
町
人
権
研
修
会
」

天
文
台
イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
の
宿
題
応
援
企
画

「
金
星
の
形
の
変
化
を
撮
ろ
う
」

ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
会
開
催

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

「
オ
カ
リ
ナ
演
奏
会
と
オ
カ
リ
ナ
の
ミ
ニ
体
験
を
し
よ
う
」

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
～
生
命
を
守
る
た
め
に
～

去年の様子
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あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

３
日　
ち
ぎ
り
絵
あ
じ
さ
い
作
り

10
日　

ド
ミ
ノ
で
あ
そ
ぼ
う

17
日　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
挑
戦

24
日　
へ
ん
し
ん
カ
ー
ド
つ
く
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

お
は
な
し
会

10
日　
紙
ひ
こ
う
き
を
飛
ば
そ
う

17
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

24
日　

七
夕
か
ざ
り

じ
ど
う
か
ん
陶
芸
教
室

『
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
く
ら
い
の
大

き
さ
の
粘
土
で
、
好
き
な
も
の

を
作
っ
て
み
よ
う
』

■
日
時　

６
月
27
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

役
場
２
Ｂ
会
議
室

■
講
師　

鈴
木
ふ
さ
子
さ
ん

　
　
　
　
（
紀
美
野
町
福
井
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
対
象　

小
学
１
年
～
６
年
生
及

び
保
護
者

※
先
着
15
名
ま
で

■
そ
の
他　

自
分
の
つ
く
り
た
い

も
の
を
考
え
て
き
て
ね
。
で
き

上
が
っ
た
作
品
は
、
約
１
カ
月

後
に
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

■
申
し
込
み　

６
月
16
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ　

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

野
上
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
「
第
12
回

あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。
部
員
全
員
心
を
一
つ
に
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
21
日
（
日
）
14
時
～

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料

■
曲
目　

マ
ー
チ
「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
」

・
木
星
・
魔
女
の
宅
急
便
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
な
ど

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

田
尻
真
菜
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

田
尻
萌
恵
（
野
小
２
年
）

坂
本
心
音
（
野
小
３
年
）

【
３
０
０
冊
】

向
江
望
（
野
小
１
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
悲
嘆
の
門
」
宮
部
み
ゆ
き
･
著

「
鹿
の
王
」　

上
橋
菜
穂
子
･
著

「
サ
ー
カ
ス
ナ
イ
ト
」　
　
　
　

よ
し
も
と
ば
な
な
･
著

「
１
％
の
力
」　
　

鎌
田
實
･
著

「
関
西
か
ら
行
く
！
日
帰
り
観
光

列
車
の
旅
」　

角
川
マ
ガ
ジ
ン
ズ

「
お
な
か
の
こ
び
と
」　
　
　
　

よ
し
む
ら
あ
き
こ
･
作

「
齋
藤
孝
の
イ
ッ
キ
に
よ
め
る
！

名
作
選
」
（
小
学
１
～
３
年
）　

　

齋
藤
孝
･
編
集

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
冷
蔵
庫
を
抱
き
し
め
て
」

荻
原
浩
･
著

「
悪
足
掻
き
の
跡
始
末
」

佐
藤
雅
美
･
著

「
頭
の
つ
ぼ
を
押
せ
ば
全
身
健
康

に
な
る
！
」
武
富
ゆ
う
す
け
･
著

「
和
歌
山
あ
る
あ
る
」　
　

近
藤
哲
也
･
著

「
う
そ
つ
き
と
ど
ろ
ぼ
う
と
せ
い

ぎ
の
み
か
た
」　

竹
内
通
雅
･
作

「
お
は
な
し
ば
あ
さ
ん
と
風
来
坊
」

川
端
誠
･
作

「
医
学
の
ひ
み
つ
」　
　
　

学
研

平
成　

年
度　
　
　
　
　

紀
美
野
町
人
権
委
員
の
紹
介

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
す
べ
て
の
町
民
が
心
豊

か
で
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
各

団
体
選
出
委
員
に
つ
い
て
は
未
掲

載
で
す
。
）

※
【
】は
役
職
又
は
地
区
名
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
会　

長
】　

森
下
誠

【
副
会
長
】　

柳
瀬
フ
ヂ
･
岡
省
三

【
監　

事
】　

河
本
幸
生
･
坂
明
雄

【
下
佐
々
】　

河
本
幸
生
･
上
垣
内
清

　
　
　
　
　

智

【
動　

木
】　

山
中
正
史
･
芝
崎
和
好

　
　
　
　
　

･
橋
本
由
平

【
小　

畑
】　

青　

稔
･
菊
本
邦
夫
･

　
　
　
　
　

岩
橋
環

【
小　

川
】　

馬
場
田
泰
明
･
田
尻
昭

　
　
　
　
　

人
･
上
芝
邦
子

【
志
賀
野
】　

中
谷
英
幸
･
加
藤
朗
子

【
柴　

目
】　

前
田
薫

【
長　

谷
】　

奈
須
正
･
東
昭
男

【
吉　

野
】　

中
西
康
之

【
吉　

見
】　

前
坊
雅
俊

【
海
南
鋼
管
】　

竹
本
芳
郎

【　

平　

】　

東
上
吉
秀
･
佐
野
数
雄

【
希
望
ヶ
丘
】　

日
裏
善
三

【
緑
ヶ
丘
】　

藤
村
育
男
･
西
谷
博
明

【
長
谷
毛
原
】　

森
下
誠

【
上
神
野
】　

小
壺
醇
子

【
下
神
野
】　

潰
崎
光
子

【
国　

吉
】　

柳
美
登

【
真　

国
】　

坂
明
雄

国体まであと１５０日となりました。
がんばれ！
　和歌山県代表男子ホッケーチーム !!

本年１０月１日 (木 ) から５日 ( 月 ) まで、国体ホッケー競技会が開
催されます。
中でも男子チームには、優勝の期待が大きくかかっています。
昭和４６年の前回大会（黒潮国体）で優勝した箕島高校で中心選手
として活躍した、松尾英雄（現、箕島高校教諭）さんらの指導を受け
た１４名の選手の皆さんが、再度地元優勝に向け頑張っています。
多くの皆さんの力強い応援をお願いします。

27

箕島ホッケークラブ（長崎国体にて）
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ん
よ
。
そ
れ
で
、

「
ゆ
め
の
お
つ
げ
に
出
て
き
た
の

は
、
あ
な
た
様
で
す
か
。
」
と
た

ず
ね
た
ら
、

「
そ
う
や
、
よ
う
来
な
さ
っ
た
。

こ
れ
を
さ
ず
け
る
か
ら
、
帰
っ
て

お
祭
り
し
な
さ
い
。
」
と
言
わ

れ
、
お
ぼ
う
さ
ん
の
だ
い
て
い
た

物
を
、
せ
お
わ
し
て
く
れ
た
ん
や

て
。

「
お
お
き
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
」
と
、
何
度
も
何
度
も

お
礼
言
う
て
、
帰
り
か
け
て
、

ふ
っ
と
後
ろ
を
ふ
り
向
い
た
ら
、

今
い
た
お
ぼ
う
さ
ん
が
、
も
う
見

え
ん
の
や
て
。
―
へ
え
、
ふ
し
ぎ

な
こ
と
も
あ
る
も
ん
や
な
あ
―
と

思
て
、
村
に
帰
っ
て
せ
お
て
い
た

に
物
を
開
け
る
と
、
な
ん
と
、
そ

れ
は
り
っ
ぱ
な
観
音
さ
ん
や
っ
た

ん
や
。

―
あ
り
が
た
い
ほ
と
け
さ
ん
が
さ

ず
か
っ
た
―
。
と
い
う
わ
け
で
、

村
じ
ゅ
う
大
よ
ろ
こ
び
で
観
音
さ

ん
を
お
祭
り
し
た
ん
や
て
。

こ
れ
が
、
福
井
に
あ
る
観
音
さ

ん
や
。

こ
の
観
音
さ
ん
に
、
じ
ょ
う
ぶ

な
赤
ち
ゃ
ん
さ
ず
け
て
く
れ
る
よ

う
に
お
願
い
す
る
と
、
よ
う
き
き

と
ど
け
て
く
れ
る
ん
や
て
。

 　

（
の
か
み
の
民
話
よ
り
）

　　

福
井
の
観か

ん

音の
ん

さ
ん　

夏
の
暑
い
日
の
こ
と
や
。

お
じ
い
さ
ん
が
、
う
と
う
と
昼

ね
し
て
て
、
ね
む
り
こ
ん
で
し
も

た
ん
や
。
す
る
と
、
そ
の
と
き
お

じ
い
さ
ん
の
ま
く
ら
も
と
へ
お
ぼ

う
さ
ん
が
来
て
、

「
お
じ
い
さ
ん
よ
、
こ
れ
か
ら
こ

れ
を
持
っ
て
、
木き

津づ

の
坂
ま
で
人

を
む
か
え
に
行
き
な
さ
い
。
と
う

と
い
ほ
と
け
様
を
さ
ず
け
よ
う
。

ゆ
め
ゆ
め
う
た
が
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
ぞ
。
」

と
言
う
と
、
す
う
っ
と
す
が
た
が

消
え
て
し
も
た
ん
で
、
―
あ
れ
っ

―
と
思
て
目
さ
ま
し
た
ん
や
。

―
あ
あ
、
ゆ
め
見
て
た
ん
や
な
。

そ
や
け
ど
、
こ
れ
持
っ
て
む
か
え

に
行
け
と
言
う
た
な
―
。
と
思
い

出
し
て
、
手
の
ひ
ら
を
開
く
と
、

し
き
び
の
葉
に
ぎ
っ
て
た
ん
や

て
。

―
あ
れ
っ
、
ゆ
め
か
と
思
た
け

ど
、
こ
れ
、
正
ゆ
め
や
っ
た
ん

か
。
ほ
ん
な
ら
、
ぼ
う
さ
ん
の
言

う
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
む
か
え
に

行
か
な
あ
か
ん
―
。
そ
う
思
て
、

さ
っ
そ
く
仕
た
く
し
て
、
木
津
の

坂
へ
急
い
だ
ん
や
。

木
津
の
坂
の
中
と
ま
で
来
る

と
、
一
人
の
年
よ
り
の
お
ぼ
う
さ

ん
が
、
何
か
大
き
な
物
だ
い
て
、

坂
を
下
り
て
く
る
ん
と
出
会
う
た

ー　わが町サークル　ー
「美里スポーツ少年団」

第46回和歌山県スポーツ少年団総合競技大会出場!!
美里スポーツ少年団は、勝ち負けだけではなく・仲間を思

う気持ち・みんなで懸命にプレーするという「がむしゃら野
球」をモットーに、現在10人で活動しています。ＯＢも、練
習や試合の応援に来てくれる固い絆で結ばれたチームです。

新人戦で準優勝、続く海南市民総合スポーツ大会では優勝
し、今年の初めに全員が目指していた県大会出場の切符を手
に入れることができました。さらなる目標と成長を目指し頑
張っています。体験を随時行っていますので、ぜひ来てくだ
さい。
■県大会
　６月13・14日
　粉河運動場
　（紀の川市）
■練習日　
　土・日曜・祝日
■練習場所　
　下神野小学校
　グラウンド

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
　
そ
の
百
七

マ
マ
さ
ん
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

『
オ
リ
オ
ン
ク
ラ
ブ
』
準
優
勝

５
月
10
日
（
日
）
田
辺
市
ス
ポ

ー
ツ
パ
ー
ク
に
て
各
地
方
か
ら
の

代
表
18
チ
ー
ム
で
、
第
46
回
全
国

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
和
歌
山

県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
オ
リ
オ
ン
ク
ラ
ブ
」
は
、
全

５
試
合
12
セ
ッ
ト
を
戦
い
、
見
事

準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

７
月
７
日
、
兵
庫
県
で
行
わ
れ

る
近
畿
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

《
部
員
募
集
中
》

Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
春
季
大
会
結
果

５
月
10
日
（
日
）
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
、

平
成
27
年
度
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
春
季
大
会
が
開
催
さ
れ
、
71

名
が
参
加
し
、
ス
コ
ア
を
競
い
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
数

字
は
ス
コ
ア
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

優
勝　

森
崎
末
則
（
和
歌
山
市
）
64

２
位　

中
岡
充
夫
（
和
歌
山
市
）
71

３
位　

高
垣
正
幸
（
下
佐
々
）
76

【
女
性
の
部
】

優
勝　

松
山
さ
つ
き
（
和
歌
山
市

）
73

２
位　

橘
本
陽
子
（
毛
原
宮
）
78

３
位　

岩
切
マ
ス
子
（
和
歌
山
市

）
79

!!

上
位
の
皆
さ
ん
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  学校だより
『「協同学習」を中心としたアクティブラー
ニングと防災教育を核に地域連携に取り組
みます』

紀美野町立美里中学校
本校では『「ことばの力」を伸ばし、コミュニケー
ション能力を鍛える』研究（協同学習とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）も 10 年目を迎え、研究主題を『考えを
深化させる対話力～基礎学力と「ことばの力」の向
上～』とし、生徒の主体性と体験活動を重視しなが
ら取り組んでおります。5月には「茶道体験」、1・
2年宿泊研修、3年修学旅行に取り組みました。6
月は 24日に、社会福祉協議会の協力を得て、親子
教育講演会として「防災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱについて」親子で
学びます。
また、24年度から取り組み、今年度で 4回目と
なる下神野地区自主防災組織共催の「避難者登録及
び避難所運営訓練」は、今年度は 8月 30 日 ( 日 )
に取り組みたいと計画しております。防災の取り組
みを核に地域の方々との連携を密にしていきたいと
思いますので、夏の暑い時期ですが、美里中学校体
育館を第二次避難所と想定しての避難訓練です。「オ
イル缶鍋炊きご飯」の炊き出しや、起震車体験、煙
体験、ＡＥＤ体験もありますので、ぜひご参加くだ
さい。

歌
　
の
　
小
　
道

実
の
成
る
木
と
り
ど
り
植
ゑ
て
昭
和
の
日　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

ブ
ル
マ
ー
の
セ
ピ
ア
の
写
真
昭
和
の
日　
　
　
　
　
　
　

岩
根
利
子

昭
和
の
日
学
生
時
代
の
本
開
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
隆
之

日
め
く
り
を
風
に
め
く
ら
れ
穀こ

く
う雨
か
な　
　
　
　
　
　

木
原
ま
り
子

電
磁
波
に
途
切
れ
し
ラ
ジ
オ
昭
和
の
日　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

ス
パ
イ
ク
の
付
き
し
地
下
足
袋
わ
ら
び
狩　
　
　
　
　
　
　

前　

廣

長
雨
や
ま
だ
整
は
ぬ
燕つ

ば
め

の
巣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

少
年
と
青
年
教
師
夏
兆き

ざ

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
貴
子

舞ま
い

殿ど
の

の
垂し

で

を
揺
ら
し
て
春
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

搗つ

け
ば
搗
く
ほ
ど
緑
濃
く
草
の
餅      　
　
　
　
　

   

寺
中
美
代
子

は
る
の
か
ぜ
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
と
ま
わ
る　

も
り
も
と
か
ほ（
５
歳
）

ど
の
枝
の
ど
の
あ
た
り
か
ら
咲
き
初
め
ぬ

　
　
　
　

さ
て
も
桜
の
待
ち
遠
し
さ
よ　
　
　
　
　
　
　

吉
村
邦
彦

草
萌
え
の
峡
に
添
ふ
道
今
あ
り
て

　
　
　
　

歩
め
る
幸
よ
軽
き
歩
み
よ　
　
　
　
　
　
　

角
谷
と
し
み

散
歩
路
の
柔
ら
か
き
音
流
れ
水

　
　
　
　

立
ち
つ
聞
き
い
る
さ
さ
や
く
よ
う
な　
　
　
　

黒
西
葉
子

う
す
寒
き
野
に
い
ち
早
く
タ
ン
ポ
ポ
の

　
　
　
　

地
に
低
く
咲
く
黄
の
色
さ
や
か　
　
　
　
　
　

河
野
昭
子

石
窯
の
や
き
た
て
ピ
ザ
の
町
お
こ
し

　
　
　
　

久
び
さ
友
と
は
な
や
ぐ
校
庭　
　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

ほ
ほ
え
み
つ
つ
春
の
女
神
が
降
り
て
来
る

　
　
　
　

そ
ん
な
気
が
す
る
吾わ

が
し
だ
れ
梅　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

薫く
ん
ぷ
う風

に
揺
れ
が
揺
れ
呼
ぶ
藤
の
花

　
　
　
　

わ
が
里
径み

ち

は
優
し
か
り
け
り　
　
　
　
　
　

上
中
前
澄
子

五
年
ぶ
り
に
都
心
に
う
っ
す
ら
降
り
積
も
る

　
　
　
　

卯
月
半な

か

ば
の
春
の
淡
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

孫
か
ら
の
便
り
届
き
し
春
の
宵　

　
　
　
　

夫つ
ま

も
ほ
の
ぼ
の
晩
酌
す
す
む　
　
　
　
　
　

森
脇
伊
佐
子

見
わ
た
せ
ば
山
の
草
木
も
芽
吹
き
し
て

　
　
　
　

浅あ
さ
ぎ葱
萌も

え
ぎ葱
と
み
ど
り
重
な
る　
　
　
　
　
　

山
田
ひ
ろ
子

巣
の
中
に
し
っ
か
り
抱
き
し
め
親
鳩
の

　
　
　
　

心
う
た
れ
し
熱
き
目
が
し
ら　
　
　
　
　
　

小
根
田
牧
子

  天文台だより
　『若手天文学者に聞く、生活や研究』
	 矢動丸　泰（天文台長）
国立天文台のご協力により毎年恒例の講演会を実
施します。最前線で活躍されている若手研究者に、
ご自身の研究について、また研究の進め方や研究生
活についてなど、普段聞くことのないお話を伺いま
す。

吉田　鉄生	「星も生きている！」
　太陽や星々がいつかは消えてしまうことを知って
いますか？星が生まれてから死ぬまでの一生をたど
り、そして星が死んだあとに残されるもの“ブラッ
クホール”について私の研究をお話しします。

樋口　祐一	「目で見ていることが真実か？」
　宇宙には我々の身近にある物質の数倍もの量の
“暗黒物質”が存在しています。暗黒物質はどこに
存在し、その正体は一体何なのでしょうか？この暗
黒物質の正体に迫る最新の研究について紹介します。

６月の天文教室
■日時　6月 21日（日）14時～
■備考　事前申込不要・参加無料 昨年9月1日に実施した下神野地区自主防災組織共催

総合防災訓練「避難者登録訓練」の様子
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～
危
険
物
安
全
週
間
～

６
月
７
日
か
ら
６
月
13
日
は

危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

台
風
・
風
水
害
に
備
え
よ
う
!!

台
風
や
豪
雨
な
ど
は
、
そ
の
襲

来
時
期
や
規
模
、
被
害
の
程
度
な

ど
の
予
想
が
可
能
で
す
。
そ
の
た

め
事
前
の
対
策
次
第
で
被
害
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

台
風
や
大
雨
が
近
づ
い
た
ら
、
気

象
情
報
に
は
十
分
に
注
意
し
、
適

切
な
対
応
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

１　

家
の
周
り
を
点
検
し
よ
う

①
屋　
　

根
・
・
・
ト
タ
ン
や
瓦

の
ひ
び
割
れ
・
ず
れ
・
剥
が
れ

は
な
い
か
。

②
ベ
ラ
ン
ダ
・
・
・
鉢
植
や
物
干

し
竿
な
ど
飛
散
の
危
険
が
高
い

も
の
は
室
内
へ
。　

③
側　
　

溝
・
・
・
日
頃
か
ら
掃

除
を
心
掛
け
、
落
ち
葉
や
ゴ
ミ

に
よ
っ
て
水
が
溢
れ
る
こ
と
を

防
止
。

④
ガ
ラ
ス
窓
・
・
・
ひ
び
割
れ
、

窓
枠
の
が
た
つ
き
は
な
い
か
、

飛
来
物
に
備
え
て
、
外
側
か
ら

板
で
ふ
さ
ぐ
。

２　

情
報
収
集
・
日
頃
か
ら

の
備
え

①
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
警
報･

注
意
報
の
情
報
に
耳
を
傾

け
ま
し
ょ
う
。

②
土
地
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る

方
の
過
去
の
災
害
情
報
に
も
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
に
備
え
非
常
持
ち
出
し
品

な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

３　

避
難
の
時
に
注
意
す
る
こ
と

①
履
物
に
注
意
す
る
…
裸
足
、
長

靴
は
厳
禁
。
ひ
も
で
し
め
る
運

動
靴
な
ど
。

②
で
き
る
だ
け
軽
装
で
…
荷
物
は

で
き
る
だ
け
整
理
し
て
背
負
い

両
手
が
自
由
に
使
え
る
状
態
に

し
て
お
き
ま
す
。

③
足
元
に
注
意
…
洪
水
時
は
水
面

下
に
マ
ン
ホ
ー
ル
、
側
溝
な
ど

の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
暗

い
場
合
は
懐
中
電
灯
を
使
用
す

る
な
ど
、
十
分
に
注
意
し
な
が

ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
講
習
内
容

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

　

こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
か
ら
12
時
ま

で
の
３
時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料   

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

６
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

紀
美
野
町
消
防
本
部

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
修

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を

迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

防衛省からのお知らせ　「自衛官候補生（男子）採用試験について」
【試験日】６月14日（日）　※受付は6月12日(金)まで
　　　　　６月24日（水）　※受付は6月22日(月)まで
【採用後の待遇等】

●自衛官候補生手当：月額126,500円　
●２士任官後、月額161,600円が支給されます。

年2回期末・勤勉手当が支給されます。
地域手当、寒冷地手当、航海手当、乗組手当等が該当者
に支給されます。　　

●自衛官任官時に一時金として、176,000円が支給されます。
【問い合せ先】
　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　〒649－0316
　和歌山県有田市宮崎町106－2
　TEL：0737-82-6631
        070-6589-0326
　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

４月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 39（　）
一 般 負 傷
交 通 事 故 ２（　）

６（１）

３（　）そ の 他
合 計 50（１）

39（　）

２（　）
６（１）

３（　）
50（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
７
月
５
日（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」
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（（ お知らせ ））
チーズ料理教室
「チーズのプロフェッショナル直伝の簡単レシピ」
日　時　６月２５日（木）　１０時〜１３時
場　所　総合福祉センター　調理実習室
講　師　チーズ専門家　宮本喜臣先生
　　　（チーズ専門店　コパン・ドゥ・フロマージュ店主）
内　容　お家で楽しめる簡単で、小粋なレシピ
持ち物　エプロン、三角巾、上履き
参加費　無料
定　員　３０人
対　象　２０〜６０才の方
　　　（定員に満たない場合は以外でもＯＫ）
申し込み　６月１２日（金）までに産業課へ
　　　　　（℡４８９－５９０１）

ひじきの煮物
（材料）（4人分）

ひじき（乾）　３０ｇ　　ニンジン　３㎝
油揚げ　　1/2枚　　だし　カップ１と1/2　
砂糖　大さじ1/2       醤油　大さじ２
酒　　大さじ１

（作り方）
１、ひじきはサッと水で洗い、４〜５倍の水に１０〜

２０分間（市販品によって異なるので、袋の表示
に従う）浸けて戻し、ざるに上げる。

２、たっぷりの湯を沸かして（１）を入れ、再び煮立
ったらざるに上げて水気をきる。

３、ニンジンは皮ごと薄い輪切りにし、さらにせん切
りにする。油揚げは縦半分に切り、細切りにす
る。

４、鍋にだし、砂糖、醤油、酒を入れて火にかける。
　　フツフツと煮立ってきたら、ニンジン、油揚げ、

ひじきを加える。蓋をして中火で１０分間くらい
煮て火を止め、蓋をしたまま少しおいて味を含ま
せる。

産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第60回）

６月は『不法就労・不法滞在防止のための活動強化月間』です。
～和歌山から不法滞在者をなくそう～

不法滞在する外国人の中には、他の犯罪に手を染める者も
いることから、警察では、関係機関と連携しながら、不法滞
在者の摘発の他、不法滞在者を雇用する悪質な事業主等の取
締りを強化しています。

「不法就労・不法滞在しているのでは？」と思ったら、ど
んな些

さ さ い

細な情報でも構いませんので、海南警察署または最寄
りの交番、駐在所まで連絡してください。　

海南警察署　（℡ ０７３‐４８２‐０１１０）

編 集 後 記
６月、山々の木々が一段と緑を深める季節となりました。そして、

もうすぐ梅雨を迎えます。雨は、私たちの生活や農作物には無くて

はならないものですが、この季節高温多湿と過ごしにくく、健康管

理には十分気を付けてお過ごしください。

また、梅雨末期の集中豪雨には警戒が必要です。

紀美野町の人口

（平成27年4月末現在）

紀美野町面積128.34km2

総人口………… 　9,743人
 …………　男　 4,521人
 …………　女　 5,222人
 …………数帯世 4,475世帯

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

3日（水）11:00 〜 犬・ねこの飼い方講習会【１４日(日)・２８日(日)】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

  ４日（木）・25日（木） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

6日（土） 9:00 〜 パークゴルフ大会「春」 ふれあい公園 生涯学習課 489－5915

18日（木）13:00 〜 行政相談【〜１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

20日（土）10:00 〜 ほんの森「オカリナ演奏会・ミニ体験」 きみのこども園 生涯学習課 489－5915

21日（日）14:00 〜 天文教室「若手天文学者に聞く、生活や研究」 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

〃 14:00 〜 あじさいコンサート 文化センター 野上中学校 489－2459

27日（土）13:30 〜 じどうかん陶芸教室 紀美野町役場 青少年センター 489－5909
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生
石
高
原
の
山
開
き
が
４
月
29

日（
祝
）に
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
ら

約
１
，
０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
登
山
客
ら
の
安

全
を
祈
願
す
る
神
事
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
生
石
高
原
観
光
協
会
会

長（
寺
本
町
長
）ら
関
係
者
と
町
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き
み

ち
ょ
ん
」が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
シ
ー
ズ
ン
の
幕
が
開
き
ま
し

た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
新
緑
の
高

原
で
お
弁
当
を
食
べ
た
り
、
太
鼓

演
奏（
吉
備
福
祉
太
鼓
）や
恒
例
の

景
品
付
き
餅
投
げ
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

広
川
町
か
ら
家
族
３
人
で
き

た
女
性
は
、「
す
ご
い
人
出
で
す

ね
。
子
ど
も
は
そ
り
遊
び
を
し
ま

し
た
。
お
餅
も
拾
え
、
大
変
楽
し

か
っ
た
で
す
。」と
話
し
て
い
ま
し

た
。年

間
約
８
万
人
が
訪
れ
る
生
石

高
原
は
、
こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

や
キ
ャ
ン
プ
、
そ
し
て
、
秋
の
ス

ス
キ
の
名
所
と
し
て
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

広　告

オープン１周年を祝う!!　
小川の郷

さ と

 直売所　
地元で採れた

野菜などを販売
す る「 小 川 の 郷 
直売所」（小川地
区寄

よ り あ い か い

合会）がオー
プンして１周年
を迎えた生石高
原山開きの日の
４月29日（祝）に
臨時営業し、登
山客らに農産物

や加工品などを販売するとともに、つきたての餅などを
ふるまったほか、餅まきも行われ、オープン１周年を祝
いました。

同寄合会の大谷延由さんは「１周年を迎え感謝の気持
ちを込めてイベントを実施しました。今後とも直売所の
ご利用よろしくお願いします。」と話していました。

＝
登
山
シ
ー
ズ
ン 

開
幕
＝ 　
　

　
　

   　

家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
う
!!

生
石
高
原
山
開
き

熱中症に注意しましょう！
　暑くなりはじめのこの時期は、暑さに体が慣れてい
ない時期です。体の不調があると熱中症になりやすく、
注意が必要です。
≪熱中症の予防法≫
　◎こまめに水分と塩分の補給をしましょう。
　◎扇風機やエアコンなどを上手に利用しましょう。
　◎風通しの良い涼しい服装を選びましょう。
　◎日陰を利用し、こまめに休憩をとりましょう。
　◎こまめに体温測定をしましょう。（特に高齢者、子どもなど）

登
山
者
ら
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
事

オープン１周年を祝っての“もちまき”

斜面でそり遊びを楽しむ子どもたち


